
和歌山市保健所
和歌山市吹上5丁目2番15号

作成元：総務企画課
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～市民のみなさまへ～
“子どもが夜に発熱している！　でも、かかりつけの先生は、
夜だから診療していない・・・。”
子育てしていると、こんな状況もあるかもしれません。そんな
時に慌てず焦らず対応できるように、このガイドラインを作り
ました。
お子様の健やかな成長・発達を祈りつつ、万が一、体調が悪
くなった場合には、このガイドラインをご参照いただければと
思います。

～小児救急ハンドブックの目次～
上手な受診のしかた……………………………………………………   2 

熱がでたとき ………………………………………………………………   5 

けいれん（ひきつけ）をおこしたとき ……………………………   6 

せき（ゼェゼェ）するとき ………………………………………………   7 

腹痛のとき …………………………………………………………………   8 

下痢のとき …………………………………………………………………   9 

吐き気・吐いたとき ……………………………………………………  10

あたまを打ったとき
食べ物以外の物を飲み込んだ（誤飲）…………………………  12

やけどをしたとき
～救急車の呼び方～など ……………………………………………  15
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平日
 19時～翌朝 9時
土日祝・年末年始
   9 時～翌朝 9時

6 受診時に持っていくと役立つ物
　 ・母子健康手帳
　 ・健康保険証（マイナンバーカード）、乳幼児医療証
　 ・診察券
　 ・症状や経過を書いたメモ
　 ・飲んでいる薬が分かるもの（お薬手帳、薬袋など）
　 ・着替え・おむつ
　 ・タオル・ティッシュペーパー・ビニール袋
　 ・待ち時間のための絵本、おもちゃ　　　　　など

7 困ったときの相談窓口
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あたまを打ったとき

スタート

脳神経外科などの専門医がいる
医療機関または救急医療機関を
受診する。
※　受診するかどうか迷う場合

救急車を呼びましょう。

ご家庭でできること
 • こぶができた場合、濡らしたタオルなどで冷やして様子を
見て下さい。

 • 出血していたら、乾いたきれいなタオルで強く圧迫して止
血してください。

 • 頭を打った当日は安静に入浴も控える。
 • 1 週間程度は、普段と変わったことがないか良く観察する。

次の症状が１つ以上ありますか

 • 意識がない。
 • 呼吸状態がおかしい。
 • 傷口からの出血がひどいか、部位がへこんでいる。
 • いつもと違う。
　（ぐったりしている、おかしなことを言う）
 • 手足の動き方がいつもと違いおかしい。

な
い

な
い

ある

状態が大きく
変わったら…

スタート

受診時にお医者さんに伝えましょう
 • あたまを打った原因 (転倒、転落、ぶつけたなど）
 • 落ちた場所、転んだ場所はどこか。
 • 落ちたときの高さ

次の症状が１つ以上ありますか

 • 何度も吐く。
 • 意識がしっかりしているかどうか判断
できない。
 • 不機嫌な状態がつづく。
 • あたまをすごく痛がる。
 • すぐに泣かなかった。

ある

子ども救急相談ダイヤル

♯８０００

０７３－４２６－１１９９
救急医療情報センター

様子を見ましょう。
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やけどをしたとき

スタート

かかりつけ医または救急医療機関
を受診する。
※　受診するかどうか迷う場合

やけどをした部分を良く冷やし、一晩家で様子を見ながら、翌日かかりつけ医を受診しま
しょう。

救急車を呼びましょう。

ご家庭でできること
 • 痛みが引くまで流水や氷水を入れたナイロン袋をタオルで
包んで冷やしてください。（約 20分）
 • 服を着たままのやけどは服の上から冷やします。
 • 水ぶくれはつぶさないようにしましょう。
 • 衣服が皮膚にくっついているときは、無理にはがさないでく
ださい。
 • 市販の解熱シートはやけどの冷却用には使えません。
 • やけどの部位には、何も塗らない。またガーゼ、包帯など何も
あてないでください。

次の症状が１つ以上ありますか

 • やけどの範囲が全身の 10％（子どもの
片腕、片脚、顔、おなか、背中）以上。
 • やけどの部分が白くなったり、黒くなった
りしている。
 • 痛がらず、ぼんやりしている。

な
い

な
い

ある

状態が大きく
変わったら…

スタート

受診時にお医者さんに伝えましょう
 • やけどの原因
　熱湯、油、ストーブ、炊飯器やポットなどの蒸気など
 • 行った処置の内容

次の症状が１つ以上ありますか

 • やけどの範囲が子どもの手のひらより広
く、水ぶくれがある。

ある

子ども救急相談ダイヤル

♯８０００

０７３－４２６－１１９９
救急医療情報センター

ファックスまたは携帯電話からの119番
聴覚または音声・言語機能障害者で、口頭による119番通報ができない方のために、
消防局への緊急通報をファックスまたは携帯電話で通報できるシステムがあります。
利用するためには、事前に利用者登録の手続きが必要です。

ＦＡＸ 障害者支援課 ＴＥＬ：073－435－1060
ＦＡＸ：073－431－2840

消防局指令課
ＴＥＬ：073－422－0119
ＦＡＸ：073－433－4435
（緊急用ではありません）

携帯電話
申請窓口
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